
22 世紀八幡ルネッサンス運動

22 世紀八幡ルネッサンス運動（略称：八幡ルネ）企画作業チームニュース

目的
八幡市民の幸福の増進のために活動する。古い歴史を有する八幡の秀でた伝統を継承し、八
幡市民の総意と英知を結集して活動する。町の隅々にわたり高い関心を払い、たくましい意
志と情熱を貫いた粘り強い行動で、光とうるおいある生活と文化を享受するように努める。

策
に
後
ろ
向
き
な
国
に
贈
る
「
化
石
賞
」
に

日
本
を
選
び
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
首

脳
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
パ
リ
協

定
脱
退
の
ア
メ
リ
カ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
高

市
首
相
は
欠
席
し
、
日
本
の
気
候
変
動
対
策

の
取
り
組
み
に
懸
念
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

改
め
て
政
府
の
責
任
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

各
団
体
や
個
人
に
お
い
て
も
、
自
分
た
ち
の

役
割
や
行
動
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
国
連
の
グ
テ
ー
レ
ス
事

務
総
長
は
「
交
渉
に
費
や
さ
れ
る
時
間
は
も

う
な
い
。
対
策
の
実
施
、
実
施
、
実
施
し
か

な
い
」
と
必
死
に
訴
え
て
い
ま
す
。

  「
排
出
量
は
35
年
に
19
年
比
で
12
％
減
少
す

る
見
通
し
だ
が
、
上
昇
を
１
・
５
度
に
抑
え

る
目
標
達
成
に
は
19
年
比
で
60
％
の
減
少
が

必
要
だ
」（
国
連
環
境
計
画
＝
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
）と
、

現
状
を
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

高
市
首
相
は
国
会
で
台
湾
有
事
を
め
ぐ
り

「
存
立
危
機
事
態
」
を
指
摘
し
、
す
ぐ
さ
ま

中
国
か
ら
内
政
干
渉
だ
と
強
い
批
判
を
浴

び
、
急
速
に
日
中
関
係
は
悪
化
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
軍
事
費
の
大
幅
な
増
大
は
、
戦
争
の

放
棄
を
明
記
し
て
い
る
憲
法
か
ら
見
て
も
穏

や
か
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
世
界
各
地
で
緊

張
と
対
立
が
高
ま
り
、
平
和
を
望
む
動
き
と

は
反
対
の
動
き
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
こ
う
し
た
無
謀
な
戦
争
を
や
め
さ
せ
る

立
場
に
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
生
き
て
い
ま

す
。

  

エ
コ
と
ふ
れ
あ
い 

つ
な
げ
る
ミ
ラ
イ   

  

環
境
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
へ

  『
環
境
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
』
は
、
楽
し
み
な

が
ら
環
境
に
つ
い
て
学
べ
る
環
境
学
習
施
設

と
し
て
、
令
和
６
年
７ 

月
、
宇
治
市
内
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

入
口
で
迎
え
て
く
れ
る
の
は
、
不
要
に

な
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
で
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作
ら
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
の
「
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
」。
捨
て
ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
も

の
が
、
ア
ー
ト
と
し
て
よ
み
が
え
る
姿
に
、

資
源
を
大
切
に
す
る
心
が
自
然
と
芽
生
え
ま

す
。
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
未
来
の
地
球
の
た

め
に
「
ご
み
を
減
ら
す
ヒ
ン
ト
」
を
探
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
日
常
生
活
で
で
き
る
小
さ
な

工
夫
な
ど
、
知
れ
ば
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
ア

イ
デ
ア
が
満
載
で
す
。

　

さ
ら
に
、
ま
だ
使
え
る
品
を
必
要
な
人
に

つ
な
ぐ
リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
。
ご
家

庭
で
不
要
に
な
っ
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
誰
か
の
不
要
品
が
、
別

の
誰
か
の
宝
物
に
な
る
―
―
そ
ん
な
循
環
を

こ
こ
か
ら
広
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
併
設
す

る
ご
み
処
理
施
設
「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
折
居
」

も
予
約
不
要
で
見
学
可
能
。
普
段
は
な
か
な

か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
ご
み
処
理
の
現
場

を
間
近
で
体
験
で
き
、
私
た
ち
が
捨
て
た
可

燃
ご
み
の
ゆ
く
え
を
学
べ
ま
す
。

　

ま
た
、
楽
し
く
エ
コ
と
ふ
れ
あ
え
る
体
験

教
室
な
ど
も
随
時
開
催
。
環
境
に
や
さ
し
い

暮
ら
し
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
廃
ガ

ラ
ス
や
古
い
着
物
、
布
を
使
っ
て
の
作
品
づ

く
り
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
授
乳
室
や
キ
ッ

ズ
コ
ー
ナ
ー
も
完
備 

し
て
い
る
の
で
小
さ

い
お
子
様
連
れ
で
も
安
心
で
す
。 

城
南
衛
生
管
理
組
合

　
　
環
境
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば 

【
利
用
時
間
】
９
時
〜
17
時
（
入
場
無
料
）

【
休
日
】
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌

日
）、
年
末
年
始

【
ア
ク
セ
ス
】
所
在
地
：
宇
治
市
宇
治
折
居

18
番
地 

自
動
車
：
京
都
府
立
山
城
総
合
運

動
公
園
（
太
陽
が
丘
）
正
面
ゲ
ー
ト
南
約
３

０
０
ｍ 
電
車
・
バ
ス
：
京
都
京
阪
バ
ス 

白

川
峠
下
車
徒
歩
５
分
ま
た
は
、
太
陽
が
丘

ゲ
ー
ト
前
下
車
徒
歩
15
分 

　

未
来
の
た
め
に
、
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と

を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

※
城
南
衛
生
管
理
組
合
は
、
宇
治
市
・
城

陽
市
・
八
幡
市
・
久
御
山
町
・
宇
治
田
原
町
・

井
手
町
が
環
境
廃
棄
物 

行
政
の
推
進
の
た

め
に
作
る
特
別
地
方
公
共
団
体
（
一
部
事
務

組
合
）
で
す
。

    

大
谷
川
清
掃
レ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

２
０
２
５
・
12
・
28

ト
マ
ト

　

ト
マ
ト
は
、
南
ア
メ
リ
カ
の
ア
ン
デ
ス
山

脈
の
高
地
に
野
生
す
る
多
年
草
で
、
世
界
中

で
栽
培
さ
れ
る
ナ
ス
科
の
野
菜
で
す
。
イ
ン

デ
ィ
オ
達
に
栽
培
さ
れ
、
17
世
紀
初
め
江
戸

時
代
に
日
本
に
輸
入
さ
れ
ま
し
た
が
鑑
賞
用

で
、
明
治
後
期
に
野
菜
と
し
て
栽
培
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
一
年
草
で
す
。
古
く
は
中
←

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

あ
け
ま
し
て

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

22
世
紀
八
幡
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
運
動
（
以
下
、

八
幡
ル
ネ
）
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
22
世
紀
八
幡
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
協
会
（
以
下
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
八
幡
ル

ネ
協
会
）
は
、
こ
の
一
年
、
八
幡
の
街
、
大

谷
川
、中
ノ
山
墓
地
清
掃
活
動
と
、「
ひ
ろ
ば
」

「
事
務
局
便
り
」「
き
ず
な
」
の
３
紙
誌
を
発

行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
は
活
動
を
始

め
て
29
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
の
12
月
13
日
に
は
、
２
年
ぶ
り
と
な

る
「
八
幡
さ
ん
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」

を
実
施
し
、
溝
の
落
ち
葉
や
土
砂
な
ど
、
土

の
う
袋
に
し
て
３
２
９
個
を
回
収
し
ま
し

た
。
一
の
鳥
居
近
く
の
溝
は
、
土
砂
が
固
く

な
っ
て
取
り
出
す
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
夏
は
、
史
上
最
も
暑
い
年
と
し
て

記
録
さ
れ
、
話
題
に
さ
ら
さ
れ
て
き
ま
し
た

け
れ
ど
、
気
候
変
動
対
策
の
遅
れ
が
突
き
付

け
ら
れ
た
年
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
周
辺
の

海
は
気
温
が
上
昇
し
、
潮
流
も
変
化
し
、
漁

業
関
係
者
は
そ
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ
、
苦
し

ん
で
い
ま
す
。
季
節
は
四
季
か
ら
二
季
に
替

わ
っ
た
と
、
多
く
の
人
が
肌
で
感
じ
て
い
ま

す
。

　

11
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
か
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
30

（
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
30
回
締
約

国
会
議
）
は
、
国
際
連
携
の
足
並
み
が
乱
れ
、

瀬
戸
際
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
を
立
て
直
せ
と
い
う
論
調

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
化
石
燃
料
か
ら
の
脱

却
だ
け
で
は
多
く
の
国
が
賛
同
に
ま
わ
っ
た

も
の
の
、
産
油
国
な
ど
の
反
対
で
合
意
が
得

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
30
に
参
加
す
る
環
境
団
体
「
気
候

変
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
地
球
温
暖
化
対
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　　　地球温暖化と人類の滅亡（４）　　　　　　　中村たかし

　地球温暖化によって私達の生活環境が大きく変化していく中で、その被
害を最小限に抑え、次世代へ持続可能な環境を引き継いでいく為に何が必
要でしょうか。行政・企業・市民それぞれが問われている役割を検証します。

1. 行政が行うべき役割
　１）法制度と政策の強化
　　・温室効果ガス削減目標を法制化し、各分野で具体的な計画を推進。
　　・炭素税や排出量取引制度を導入し、低炭素社会への転換を加速。
　　・再生可能エネルギー導入支援や電力網の整備を推進。
　２）都市インフラ・防災対策の強化
　　・河川改修、堤防強化、排水システムの改善などで水害対策を実施。
　　・ヒートアイランド現象への対応として、緑地・屋上緑化・遮熱舗装。
を推進。
　３）教育と意識啓発の推進
　　・学校教育や地域講座で気候変動について学ぶ機会を拡大。
　　・環境配慮企業や地域団体を表彰・支援し、社会全体で意識を高める。
2. 企業が行うべき役割
　１）事業活動の脱炭素化
　　・再生可能エネルギーの導入を推進。
　　・省エネ設備、高効率生産プロセス、リサイクルの導入。
　２）サプライチェーン全体での温室効果ガス削減
　　・物流効率化、資源循環の促進、間接排出削減。
　３）環境情報の開示と社員教育
　　・ESG・TCFD 報告を通じた透明性の確保。
　　・社員研修を通して環境意識を浸透させる。
3. 市民が行うべき役割
　１）省エネ・エコな生活習慣
　　・冷暖房の温度調整、LED照明、節電型家電の活用。
　　・自転車や公共交通の利用、エコカー・EVの導入。
　２）食生活とごみ削減
　　・地産地消、フードロス削減、リサイクルの徹底。
　　・使い捨て製品を減らし、再利用・再資源化を推進。
　３）環境に配慮した消費行動（エシカル消費）
　　・環境負荷の少ない商品や企業を選ぶことで、社会全体の流れを変え
　　　る。
４．共通の方向性
  「緩和」と「適応」の両輪で温暖化防止に取り組むことが重要。
行政が制度を整え、企業が技術と資金を提供し、市民が日常生活で支える
協働が、地球温暖化の被害を最小限に食い止めるキーになると思われる。

←
国
名
の
「
蕃
茄
（
ば
ん
か
）」
と
書
か

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。「
ト
マ
ト
」

と
い
う
日
本
で
の
呼
び
名
は
、英
語
の「
ト

マ
ト
（tom

ato

）」
に
由
来
し
ま
す
。

　

英
語
の
「
ト
マ
ト
」
は
メ
キ
シ
コ
先
住

民
の
「
ト
マ
ト
ゥ
ル
」
の
呼
び
名
に
由
来

し
ま
す
。「
ト
マ
ト
ゥ
ル
」
は
、
も
と
も

と
は
「
ホ
ウ
ズ
キ
」
を
指
す
言
葉
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
ホ
ウ
ズ
キ
の
実

の
色
や
形
、
大
き
さ
に
似
て
い
た
こ
と
か

ら
、「
ト
マ
ト
ゥ
ル
」と
い
う
名
が
定
着
し
、

英
語
で
「
ト
マ
ト
」
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ト
マ
ト
は
夏
が
旬
で
す
が
、
冬
で
も
出

回
っ
て
い
ま
す
。
暖
か
い
温
室
で
栽
培
す

れ
ば
、
実
を
つ
け
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う

ん
い
）
結
実
」、
あ
る
い
は
「
単
為
結
果
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
こ
の
よ
う
な
性
質
を
持
つ

品
種
が
開
発
さ
れ
て
、
タ
ネ
や
苗
が
市
販

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
12
月
７
日
、
第
１
１
８
回 

舞
台
・
盛

戸
大
谷
川
清
掃
は
、
３
名
の
参
加
で
土
嚢

袋
換
算
で
14
袋
回
収
し
ま
し
た
。

◆
12
月
28
日
、
第
２
０
１
回 

山
路
大
谷

川
清
掃
は
、
９
名
の
参
加
で
土
嚢
袋
換
算

で
１
１
４
袋
回
収
し
ま
し
た
。

【
第
２
０
２
回 

山
路
大
谷
川
の
清
掃
の
ご

案
内
】

■ 

日 

時
：
２
０
２
６
年
１
月
25
日
（
日
）

　

午
前
８
時
半
〜
11
時
（
雨
天
中
止
）

■ 

集 

合
： 

旧
あ
ず
ま
屋

　
　
　
（
コ
ノ
ミ
ヤ
裏 

八
幡
源
氏
垣
外
）

※
会
場
設
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
、
集
合
時
刻
の
30
分
〜
１
時
間
前
に
現

地
に
お
集
り
く
だ
さ
い
。

※
用
意
し
て
頂
く
物
：
厚
手
の
手
袋
。
そ

の
他
の
必
要
な
物
は
用
意
し
ま
す
。

《
主
催
》Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
22
世
紀
八
幡
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
協
会

　

連
絡
先
：
八
幡
市
八
幡
高
畑
10
‐
76　

　

℡
０
７
５
（
９
８
１
）
６
５
０
５　
　

　

携
帯
０
９
０
・
３
７
１
０
・
４
８
４
２

【
福
田
英
正
さ
ん
逝
去
】

　

八
幡
ル
ネ
の
呼
び
か
け
人
で
あ
る
福
田

英
正
さ
ん
が
９
月
３
日
、
82
歳
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す
。

　

福
田
さ
ん
は
大
谷
川
の
清
掃
な
ど
に
参

加
し
、
宴
席
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
し

た
。

　

八
幡
ル
ネ
の
一
泊
旅
行
で
熱
弁
を
ふ

る
っ
て
い
た
姿
が
印
象
に
残
り
ま
す
。

か
。

　

実
を
つ
け
る
た
め
に
は
、
花
が
咲
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
植
物
の
花

は
、
昼
と
夜
の
長
さ
の
変
化
に
よ
っ
て
花

を
咲
か
せ
ま
す
。

　

し
か
し
、
ト
マ
ト
は
昼
と
夜
の
長
さ
に

依
存
す
る
こ
と
な
く
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

あ
る
大
き
さ
に
な
る
と
、
花
を
咲
か
せ
る

性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。
花
が
咲
い
て
も

受
粉
が
必
要
で
す
。
冬
の
温
室
の
中
に
は

ハ
チ
や
チ
ョ
ウ
は
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
と
い
う
ハ

チ
を
人
為
的
に
放
し
た
り
し
ま
す
。
温
度

が
低
く
て
も
活
発
な
ハ
チ
だ
か
ら
で
す
。

こ
の
ハ
チ
は
、「
特
定
外
来
生
物
」
に
指

定
さ
れ
て
い
て
、
温
室
か
ら
逃
げ
出
す
と

日
本
の
生
態
系
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

温
室
栽
培
で
も
、
果
実
を
実
ら
せ
る
た

め
に
「
花
粉
が
つ
く
」
こ
と
な
く
果
実
を

肥
大
さ
せ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。「
オ
ー

キ
シ
ン
」
と
い
う
実
を
肥
大
さ
せ
る
物
質

を
与
え
る
方
法
で
す
。
オ
ー
キ
シ
ン
を
与

え
て
果
実
を
肥
大
さ
せ
る
と
、
受
粉
で
果

実
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
タ
ネ

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

タ
ネ
な
し
の
ト
マ
ト
が
で
き
る
場
合
が

も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。
花
の
中
で
、
受
粉

や
受
精
が
お
こ
ら
な
く
て
も
果
実
が
自
分

で
大
き
く
な
る
性
質
で
す
。「
単
為
（
た


